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0.はじめに
私は日本学術研究会の特定国研究者派達制度により､平成 12年4月から12月まで中欧
･チェコ共和国の首都プラ-にあるチェコ科学アカデミ-数学研究所に､そして引き続い
て平成 13年3月までスペイン東部カタル-ニヤの州都バルセロナにある､バルセロナ大
学数学学部に滞在し､無事帰国しましたG ご自身もアメリカ留学のご経験がある郁 喬敏雄
会長から ｢こうした留学は自分一人のためだけにあるのではない､そこでの経験を多くの
人に広めることが兼務である｣とのご助言をいただき､ここにそのご報告を寄稿すること
といたしました.
1.チェコ･スペイン-の留学
｢留学｣というとアメリカ ･イギリス ･フランス ･ドイツといった旧西側諸国に行く人
が多いようですが､私がメインに選んだのは中欧チェコと南欧スペイン.:音楽やバレエ､
人形huなどが盛んなことでは知られていますが､一般にはチェコ-旧東側-遅れている国
というイメージを持っている人が多いようです｡しかし数学､特に私の専門である実関数
論に関してはチェコのほかポーラこ.アド､ハンガリー ､ブルガリア､もちろんロシアといっ
た旧東側の国々でも古くからの伝統があり､盛んに研究が行われています｡アイスホッケ
ーは世界の トップ､サッカーもなかなかの強薫 ｡昨年亡くなった ｢人間機関車 ･ザ トペッ
ク｣を知っている方は少し上の世代でしょうか｡またスペインはサッカーはもちろん､フ
ラメンコや闘牛､また明るく暖かい気候などは知られていますが､ここでも実関数輪は盛
んに研究されていて､マ ドリッドやバ ′レセロ十の大学が出版している学術雑託はとても権
威のあるものですO南部のマラガにも多くの研究者がいますO
そしてこれらの国々の研究者は盛んに交流をしています｡これまでもポーランドやチェ
コで行われた国際学会に何度か出席しましたが､こうした国々､もちろんアメリカ､フラ
ンス､また北欧の研究者たちも集って盛んに放論をしていて､それをうらやましく思って
いました｡ 日本ではなかなか踏み込んだ許ができない､そうした研究者と膝を交えて話が
したい､それが今回チェコ･スペインを留学先に選んだ一番の理由です｡
またこの2カ国は､方やスラブ民族の流れをくむ寒い内陸国､他方はまさにラテン系の､
しかもアフリカを目の前にした南の国Dそしてどちらも数学以外のこと､歴史､音楽､演
劇､食文化､お酒等々､他にもいろいろな点で興味深いところであり､それらを比較しな
がら味わうことができたのはとても幸せでありました∪
チェコでの寄留先はチェコ科学アカデミー数学研究所でしたDこの ｢科学アカデミー ｣
という組織は､共産主義時代に各国で作られたものらしく､日本の文部科学省の業務の大
きな部分を担っているようですふ教育文化省という組按もありますが､まだそうした昔の
組紙が機能 しているようですO私はチェコ科学アカデミーと日本学術振興会の交換留学制
度で派遣されたため､アカデミーの持つ迎賓帝内に宿舎が与えられましたDプラハは人工
120万人を擁する大都市で､1960年代に共産主義政権下で多くの集合住宅が建てら
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れました｡そうしたも
のが老朽化 してもその
まま使われている､と
いうのが一般庶民の普
通の暮らしです｡我々
が住んだのは欧米の感
覚では必ず しも広い部
屋とは言えませんでし
たが､そうしたプラ-
市内の住宅事情を考え
ると､町の中心部から
地下鉄で 5分ほどで行
かれるところに､新築
の宿舎を与えられたの
は､大変な厚遇だったと言えましょう｡数学研究所は街の中心 ･ヴァ-ツラフ広場から歩
いて5分ほど､街の中心を流
れるゲルタグァ (モルダウ)
河にも近く､上の写真のよう
にプラ/､城を見ながら研究所
に通う毎日でした｡
スペインでの寄留先はバル
セロナ大学数学学部解析学 ･
応用数学科でした｡ ｢数学学
部｣というものは日本では聞
いたことがありませんが､こ
んなものがあるということか
らもいかに数学が重要視され
ているかおわかりいただける
と思います｡バルセロナ大学
は､郊外にオリンピックの会
場ともなった広大なキャンパ
スを持ちますが､数学学部は､
哲学学部などと共に､街の中
心 ･カタル一二ヤ広場からほ
ど近い､本部キャンパスにあ
ります｡このA.ガウディ作｢聖
家族教会｣のような 19世紀
末のモデルニスモ建築がたく
さん並ぶ観光スポットのすぐ
近くに毎日通いました｡
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1.何をしてきたのか ～数学の研究と竜拍～
数学の研究とは一件何をするのか?留学して何をするのか?という質問をよく受けま
す.簡単に言えば数学の研究は ｢新しい定理を作ること｣と言えると思います｡｢定理な
んてまだあるのか?｣とも聞かれますが､自然科学的な､また社会科学的な対条について
数学的なアプロー チによりその実態を知ろうとすること､また数学そのものの中にある疑
問､等々考えるべきことはたくさんあります｡それは ｢公式を覚える｣｢計算して数値を
出す｣ということは少なく､状況を把握して数学の青葉でそれを表し､そこから何が導か
れるかを考えます｡ですから基本的にすることは ｢定理の証明｣です｡成果として艶めら
れるもののほとんどは ｢未知の定理を証明すること｣です｡その手順としてまず何らかの
意味で ｢役に立つ｣分野において ｢解ける問題を見つけること｣もしくは r証明できそう
な､しかも意味のある命題を探すことJが必要です｡それが見つかれば仕事の大半は終わ
ったようなものです｡そしてそれを何らかの方法で証明します｡証明の方法は全く新しく
考えることもありますが､先人たちが残してくれた文献の中にヒントがある場合もたくさ
んあります｡しかしそうした先人の薬練をすべて知ることは､これだけ発展している数学
ではもはやほぼ不可能です｡そこで自分が証明したこと､およびその方法をお互いに知ら
せあうことが意味を持ちます｡特に同じ対象に興味をもっている研究者とのそうした交流
は､非常に有意義です｡.
チェコでは到着してすぐから､私のホス トでもあるチェコ科学アカデミー 数学研究所の
上席研究員 B,Opic氏らのグループのセミナーで過 1回5週間にわたってこれまで私が研
究してきたことを報告しました｡そして興味を持った人と別途個人的にさらに議論を深め
ましたOスペインでも同様に､バルセロナ大の J.Cerda教授のグループの月例セミナー､
およびバルセロナ大 ･バルセロナ ･アウトノマ大の月例合同セミナーで講演をし､同時に
そのグループのメンバーと毎週会って識輪をしましたO
数学の議論の大半は､まず相手の主張を全部理解しようとするところから始まります｡
それがすでに解かれている ｢定理｣である場合もあり､これから解きたいと思う ｢命題｣
であることもあります｡.大抵はどこかわからない部分があるもので､そうした点を質問し､
さらに細かく説明させる､また類似のことについての知識を交換する､という風に蔑輪は
進みます｡うまくいけばその段階で新しい定理が証明できることもあります｡そうでなく
ても､こうした議論が粗になり､新しく定理を証明できることもあります｡これが数学の
議論です｡
日本にも実関数論の研究者はいますが私の場合､というよりも私の興味に関しては､残
念ながら国内には細部まで興味を持ち､理解してくれる研究者はほとんどありませんOそ
ういう人をで捜したとき,プラ-とバルセロナのグループが私にもっともいい影響をもた
らす議論の相手だったのですL,
2.学会出席
こうした ｢セミナー｣｢個人的な酎輪｣だけでなく､どこにどういう研究者がいるの科
を知り交流を深めるために､もう少し大がかりな r学会｣｢シンポジウム｣というような
ものがあります｡アメリカでもヨー ロッ/tでも)こうした催しは毎年たくさん企画され､出
席者も50人程度から数百人､もっと大きく数千人クラスの学会も行われます｡1990年
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に京都で行われた国際数学者会議は4年に1度行われる最大級のものです｡今回の留学中
もいくつかそうしたものに出席しましたが､そのなかでも最も印象に残ったのは､スウェ
ーデン･ルンド大学のJ.Peetre 教授の定年退職記念カンファレンスでした｡Peetre教授が
作り上げた ｢関数空間の補間理論｣は､その逆理絵である ｢補外理論｣と共に私の興味の
中心にありますD世界中からこの分野のたくさんの研究者たちが集まったこの集会は､心
に響くものがありました｡
スウェーデンは､第2次世
界大戦の時､戦火を逃れた
ドイツの数学者たちをたく
さん受け入れましたリその
ため､それまで以上に健秀
な数学者が集まるようにな
ったのですoそんなことも
あり､古い歴史を持つルン
ド大学ですが､数学科は街
の郊外の広い芝生と池に囲
まれたゆったりしたところ
にありました.
そして中間の日の午後に
はエクスカージョン (遠足)と称してルンド市内観光ツアーが催され､その後バスで1時
間ほどのところにある古いお城を改造したレス トランで定年記念祝賀パーティが行われま
した0
3.英語のこと
もちろん外国に行ったのですから､言葉の問題は重要です｡チェコではチェコ語が､ス
ペインではスペイン語､さらにバルセロナですからカタル一二ヤ言吾が話されます(. 日常生
活､買い物やレス トランなどではこうした青葉が必要になりますが､数学者同士の場合に
はたいてい英語が通じます｡｢英陣で数学の親指をする｣となるととんでもなく難しいこ
とのように思われますが､数学の輪理構造は英階の論理構造と同じなので､英語で考える
ことは比較的容易です｡専門用語もいちいち日本軍割こ訳すよりも英籍をそのまま使うこと
も多いですし､さらに我々の持っている世界共通語 ｢数式｣を普くことも重要なコミュニ
ケーション ･ツールの一つですO中学 ･高校時代から決して英語が得意ではなかった私で
すが､こうやって ｢数学の英語｣を通して､コミュニケーション ･ツールとしての英語が
なんとか使えるようになってきましたo｢英語の学習｣というとすぐに英米文学などがそ
の題材として考えられますが､実は数学も英語 (外国籍)を学ぶためのいい題材なのでは
ないか､数学を麿材とした外国指教育について考えたいと思っているところですOこの学
会で一緒に研究ができたらと思っているのですが､みなさんいかがでしょうか｡
さらに日本との違いを感じたのは､彼らはたとえば同じチェコ人同士､スペイン人同士
でも英語でも話をするということです｡日本人は恥ずかしがってあまりそうしたことはし
ませんo恥ずかしがらずに使うということが重要なのではないかと思いました｡
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4.日常生活のこと
ヨーロッパではどの国も永い深い歴史を持っています｡私が訪れた国のうち､チェコは
長い間忍従を強いられた国Oスラフの一民族 ･チェコ民族は長い間他民族の支配を受けな
がらも､自分たちの文化 ･言語を守り抜いてきた誇り高き人々Oチェコ人は r青葉の民｣
と言われますが､本当に議論好きOビアホール PIVOnlCeでもお菓子やさん Cukramaでも､
またその辺の庭先や道ばたでも､みんなが親臨しています｡そしてそれが難しいチェコ語
によるもの｡我々にもそれに加われ､と誘ってもらうことが多いのですが､かつて東側陣
営に加わっていたことと､また言語学的に近いことからロシア語､またその前は ドイツ ･
オーストリアに支配されていたことからドイツ等膏を話す人は多いようですが､英語はそれ
ほどポビュラ-な言葉ではありません｡そのため活輪に参加するのはちょっと無理oもっ
と言えば､買い物をするにもレス トランに行くにもずいぶん苦労しました｡スーパーでも
肉類などは対面販売｡｢何を何グラム欲しい｣という程度の青葉は必要でしたが､人々は
こうした異邦人に対してもとても親切O何とかなる､というのが実感でした｡食事は魚は
ほとんど無く肉類が中心ですが､豚肉にせよ鶏肉にせよその素材の味の浪さは日本では全
く経験したことがないものでした0日本人居住者が少ないこともあって､日本食を求める
ことは簡単ではないようですが､自他共に辞める世界最高のビール ･ビルゼンビー ルを堪
能したここでの生活は､為替レー トの関係もあって､大変優雅であったといってもいいで
しょう ｡
同行した長男は滞在中に4歳になりましたが､日本などと違って意外に簡単に保育園に
受け入れてくれますリ最も言葉が通じない子供を預かることには非常に神経質で､それほ
ど長い時間受け入れてもらえたわけではありませんでした.
スペイン ･バルセロナでも､意外に英語が通じませんでしたが､人々はプラ-と同様に
親切で､さらにとても明るい'そして地中海に面した漁港の町､肉も魚もふんだんにあり､
また日本人も多く住んでいることもあって､とても暮らしやすいところでしたO昨今スペ
イン南部の田舎町に老後の住処を求める日本人が多いと聞きますが､うなずけるものがあ
りましたoまたEU圏の一員であることもあり､ヨーロッパの広い範囲での物流が行われ
ていることを実感しました.車はフランス､ドイツ､スウェーデン製O電気製品はスペイ
ン製を輸出｡ ドイツの食器､イタリアの食材､チェコのビー ル､もちろん各地のワインL.
本当に日常がインターナショナルです｡統合へ向けて長い間努力してきたヨーロッパの歴
史を感じました｡こんなことは実際に行ってみないとわからないでしょう｡まさに百聞は
一見に如かずでした｡
5.治安と入園査証 (VISa)のこと
治安はもちろん日本ほどではありませんが比較的良いといえます｡プラハでは東欧諸国
の経済的 ･政治的混乱から多くの人が逃れて来るので一昔前は評判が悪かったのですが､
回せ挙げて安全な街にするために努力しているようですOスペイン東部では､民族解放の
過激派のテロ活動などもありますが､直接的なことはそれほど多くありませんでしたOた
だしどちらも90日以内の滞在なら Visaは要りませんが､それ以上の滞在には申請が必
要で結構面倒でした,.観光には最適な場所でしたが､何かとせわしく､それほど思い通り
には観光ができなかった､というのが正直な感想でしたO
-97-
6.最後に ～国際化とは～
たとえばアメリカの大学ではこのような研究休暇が保証されていますOヨーロッパでも､
他の国まで近いこともあって､大学生が自国以外で一定期間勉強しなくてはならない､と
いう制度もあるようです｡これまで日本ではこうした機会を持つことは難しかったのです
が､言秦も風習も違う人々の中で暮らすことは自らを､また自らの国を見直すために必要
なことだと思います｡昨今 ｢国際化｣ということが叫ばれますが､その実は ｢英語 (外国
請)｣もしくは英会話を勉強することが ｢国際化｣であると思われています｡しかしそれ
だけでは何の意味もありません｡欧米人は日本という国に非常に興味を持っています｡政
治 ･経済は彼らでもすぐに理解してくれるようですが､宗教､文化といった点ではなかな
かわからないようです｡たとえば ｢日本では神はいるのか?｣｢日本人はこの世界がどう
やって作られたと思っているのか?｣r日本語では漢字というのがあるようだが､これを
覚えるのは大変ではないか?だいたい何でそんなものが必要なんだ?｣｢日本では女性の
名前の最後にko を付けると聞いたが､それは何だ?｣などと質問されたときにそれに答
えることができるでしょうかO
単に外国に行ったことがある､外国語が話せるだけでなく､自分の回 ･民族についても
知らなくてはならない､もちろん同時に他国の歴史などもよく知らなければならない､そ
うしたことが無くしては寅の国際化はあり得ない､ということをあらためて強く感じまし
た｡
さらにこうした経験は､大学教員はもちろんですが､小中高の教員も是非一度は経験し
てほしいと思いますO実は海外の日本人学校では常に教員が不足しておりますOそうした
ところ-の赴任はある意味では大きな負担ですが､逆に得るものも少なくありません｡プ
ラ-やバルセロナでお会いした日本人学校の先生方も､むこうでの経験を踏まえ､日本に
帰ってさらに広い視点から児童 ･生徒を見ることができるに違いない､と言っておられま
した｡このような機会を多くの人が持つことができることを祈りつつ､ご報告とさせてい
ただきます｡
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